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山
間
部
で
元
気
な
町
や
村
に
出
会
う
と
得
も
言

わ
れ
ぬ
安
心
感
を
覚
え
る
。
し
か
も
そ
こ
が
、
下
流

域
の
大
都
市
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
な

ら
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
山
梨
県
小
菅
村
は

ま
さ
し
く
そ
ん
な
村
で
あ
る
。
都
民
の
水
が
め
で
あ

る
奥
多
摩
湖
に
注
ぐ
多
摩
川
の
源
流
に
位
置
す
る
の

が
小
菅
村
で
、
村
域
の
94
％
は
森
林
だ
。
そ
の
三
分

の
一
は
東
京
都
の
水
源
涵
養
林
で
、
委
託
を
受
け
た

村
民
が
ク
マ
出
没
の
危
険
性
を
も
顧
み
ず
、
管
理
や

パ
ト
ロ
ー
ル
に
精
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
森
林
に
分

け
入
る
と
、
深
い
森
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
る
く
、
白

糸
の
滝
や
雄
滝
な
ど
勇
壮
な
景
観
が
展
開
す
る
。

人
口
7
1
4
人
（
2
0
1
9
年
6
月
1
日
）
の

小
菅
村
だ
が
、
週
末
に
村
内
を
歩
く
と
意
外
に
も
若

い
人
の
姿
が
目
に
付
く
。
受
け
入
れ
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
は
27
人
に
達
し
、現
在
も
9
人
が
活
動
中
。

協
力
隊
を
終
了
し
た
18
人
の
う
ち
、
村
に
留
ま
っ
て

い
る
隊
員
は
10
名
に
な
る
。
割
合
は
全
国
平
均
よ
り

や
や
低
い
が
、
7
1
4
人
、
高
齢
化
率
46
％
と
い
う

村
に
す
れ
ば
、
こ
の
10
名
の
存
在
は
大
き
い
。
I
T

技
術
や
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
活
か
し
て
起
業
し
た
り
、

ジ
ビ
エ
関
連
の
事
業
を
始
め
た
り
、
村
内
外
企
業
に

就
職
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
村
の
元
気
の
も
と

に
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
人
で
賑
わ
う
週
末
の
道
の
駅
で
は
、
元
協

力
隊
員
の
女
性
が
、
日
本
で
初
め
て
人
工
ふ
化
に
成

功
し
た
小
菅
の
ヤ
マ
メ
を
串
刺
し
で
焼
い
て
い
た
。

高
齢
に
な
っ
た
小
菅
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
引
き
継

い
だ
そ
う
だ
。
N
P
O
多
摩
源
流
こ
す
げ
と
役
場
で

受
け
入
れ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
の
卒
業
生
グ
ル
ー
プ

は「
社
会
人
に
な
っ
た
仲
間
を
呼
び
集
め
て
年
数
回
、

小
菅
の
川
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
」
と
、
明
る

く
笑
っ
て
い
た
。
役
場
正
職
員
は
特
別
職
な
ど
を
除

く
と
21
名
で
、
う
ち
12
名
が
村
外
か
ら
の
移
住
者
だ

と
い
う
。

協
力
隊
員
の
定
住
化
、
移
住
者
役
場
職
員
の
活

躍
、
源
流
親
子
留
学
世
帯
の
受
入
れ
な
ど
、
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
ま
で
外
部
人
材
受
け
入
れ
の
成
果
が
あ
が
る

の
か
。
そ
こ
に
は
7
1
4
人
と
い
う
小
規
模
地
域
の

身
近
さ
か
ら
く
る
信
頼
感
や
安
心
感
が
み
て
と
れ

る
。
そ
の
な
か
で
一
人
一
人
が
認
め
ら
れ
、
尊
重
さ

れ
る
村
人
の
意
識
に
、
若
い
世
代
の
価
値
観
が
呼
応

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
と
い

う
小
型
モ
デ
ル
住
宅
の
開
発
や
古
民
家
ホ
テ
ル
の
経

営
な
ど
、
新
し
い
取
組
が
小
さ
い
村
の
大
き
い
夢
を

つ
む
い
で
い
る
。

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き　

昌ま
さ

之ゆ
き

小
さ
い
村
の
安
心
感
が
つ
む
ぐ
大
き
い
夢
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会
長
代
行
に
棚
野
氏（
北
海
道
町
村
会
長

白

糠

町

長

）、太
田
氏（
静
岡
県
町
村
会
長

東
伊
豆
町
長

）、永
原
氏（
福
岡
県
町
村
会
長

大

任

町

長

）を
選
任

全
国
町
村
会
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全
国
町
村
会
は
7
月
25
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

う
副
会
長
及
び
監
事
の
選
任
を
行
い
、
副
会
長
11
名
及
び
監
事
4
名
を
選
任
し

た
。
副
会
長
は
「
全
国
町
村
会
の
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
の
選
任
に
関
す
る

規
程
」
に
よ
り
、
全
国
9
地
区
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
候
補
者
を
選
任
。
監
事
は

東
部
、
中
部
、
西
部
の
3
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
3
名
及
び
会
長
が
指
名
す
る

外
部
監
事
1
名
を
選
任
し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
7
月
31
日
か
ら
2
年
間
。

　

理
事
会
で
は
、
選
任
さ
れ
た
新
任
副
会
長
代
表
の
杉
本
博
文
福
井
県
町
村
会

長
と
退
任
副
会
長
代
表
の
一
瀬
政
太
長
崎
県
町
村
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
述

べ
た
。

　

理
事
会
終
了
後
に
は
正
副
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
代
行
副
会
長
に
棚
野

孝
夫
北
海
道
町
村
会
長
、
太
田
長
八
静
岡
県
町
村
会
長
、
永
原
譲
二
福
岡
県
町

村
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

新
任
副
会
長
・
監
事
名
簿

副
会
長
（
会
長
代
行
）

　

北
海
道
町
村
会
長�

　

棚た
な
の野　

孝た
か
お夫

　
（
北
海
道
白
糠
郡
白
糠
町
長
）

　

静
岡
県
町
村
会
長�

　

太お
お
た田　

長ち
ょ
う
は
ち八

　
（
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
長
）

　

福
岡
県
町
村
会
長�

　

永な
が
は
ら原　

譲じ
ょ
う
じ二

　（
福
岡
県
田
川
郡
大
任
町
長
）

副
会
長

　

山
形
県
町
村
会
長�

　

原は
ら
だ田　

眞ま

き樹

　（
山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
長
）

　

福
島
県
町
村
会
長�

　

小お
ぐ
ら椋　

敏と
し
い
ち一

　（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原
村
長
）

　

栃
木
県
町
村
会
長�

　

古こ
ぐ
ち口　

達た
つ
や也

　（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
長
）

　

千
葉
県
町
村
会
長�

　

岩い
わ
た田　

利と
し
お雄

　（
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
長
）

　

福
井
県
町
村
会
長�

　

杉す
ぎ
も
と本　

博ひ
ろ
ぶ
み文

　（
福
井
県
今
立
郡
池
田
町
長
）

　

兵
庫
県
町
村
会
長�

　

庵あ
ん
ざ
こ逧　

典の
り
あ
き章

　（
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
長
）

　

山
口
県
町
村
会
長�

　

椎し
い
き木　
　

巧た
く
み

　（
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
長
）

　

愛
媛
県
町
村
会
長�

　

稲い
な
も
と本　

隆た
か
と
し壽

　（
愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
長
）

監
　
事

　

東
京
都
町
村
会
長�

　

河か
わ
む
ら村　

文ふ
み
お夫

　（
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
長
）

　

奈
良
県
町
村
会
長�

　

植う
え
む
ら村　

家い
え
た
だ忠

　（
奈
良
県
高
市
郡
高
取
町
長
）

　

鳥
取
県
町
村
会
長�

　

宮み
や
わ
き脇　

正ま
さ
み
ち道

　（
鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
長
）

　

弁
護
士�

小お
ざ
わ澤　

徹て
つ
お夫

▲�新任副会長を代表して挨拶する
　杉本福井県町村会長



国
主
導
で
標
準
化
へ

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
は
、
１
・

０
の
狩
猟
社
会
、
２
・
０
の
農
耕
社
会
、

３
・
０
の
工
業
社
会
、
４
・
０
の
情
報

社
会
に
続
く
第
５
の
社
会
を
示
す
概

念
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
と
い
っ
た
先

端
技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
例
え
ば
、
農
作
業
の
自
動
化
や
ド

ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
に
よ
る
荷
物

の
配
送
、
自
動
運
転
車
に
よ
る
移
動
が

可
能
に
な
る
。
政
府
は
少
子
高
齢
化
や

地
方
の
過
疎
化
な
ど
に
伴
う
社
会
課
題

に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
解
決
で
き

る
部
分
が
大
き
い
と
判
断
し
、
骨
太
方

針
の
副
題
に
も
「『
令
和
』
新
時
代
『
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
』
へ
の
挑
戦
」

と
明
記
し
た
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
据

え
、
誰
も
が
便
利
で
豊
か
な
生
活
を
送

れ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。
安
倍
晋

三
首
相
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
と
未
来

投
資
会
議
の
合
同
会
議
で
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
、

経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
一
層
強
力
に

進
め
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
め

ぐ
っ
て
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や
利

用
者
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
新
た

な
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性

に
も
言
及
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
数
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
ご
ろ
に

は
、
全
市
町
村
の
３
分
の
１
以
上
が
人

口
１
万
人
未
満
の
自
治
体
と
な
る
こ
と

か
ら
「
現
状
の
延
長
線
上
で
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
や
効
率
性
が
低
下
す

る
」
と
の
懸
念
を
示
し
、
早
期
に
基
盤

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。
具
体
的
に
は
国
の
主
導
で
情
報
シ

ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
の
集
約
、
標
準
化
、

共
同
化
を
行
う
。
デ
ー
タ
は
オ
ー
プ
ン

な
形
で
誰
も
が
利
用
で
き
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
「
公
共
財
」

と
な
る
よ
う
設
計
す
る
方
針
。
自
治
体

の
標
準
化
に
つ
い
て
も
国
が
財
源
を
含

め
て
支
援
を
行
い
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

の
広
域
化
や
大
規
模
自
治
体
の
ク
ラ
ウ

ド
化
を
推
進
す
る
。

　

行
政
手
続
き
を
め
ぐ
っ
て
は
、
引
っ

越
し
や
相
続
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
る
よ
う
に
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
手
続
き
法
」
が
先
の
通

常
国
会
で
成
立
し
た
。
手
続
き
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
進
め
る
ほ
か
、
介
護
や

保
育
、
福
祉
の
分
野
を
中
心
に
、
自
治

体
ご
と
に
異
な
る
申
請
書
類
や
添
付
書

類
の
標
準
化
を
行
う
。
イ
ン
フ
ラ
の
点

検
や
維
持
補
修
、
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
の
事
務
、
保
育
所
の
入
所
審
査

な
ど
幅
広
い
分
野
で
自
治
体
間
比
較
を

行
い
、
業
務
の
標
準
化
や
効
率
化
を
推

　

政
府
は
６
月
21
日
、経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針「
骨
太
の
方
針
」と

成
長
戦
略
を
閣
議
決
定
し
た
。先
端
技
術
を
活
用
し
た
社
会「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」の
実
現
に
取
り
組
み
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
を
柱
に
掲
げ
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、

新
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
構
築
す
る
な
ど
し
て
過

度
な
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
。ま
た
、所
得
の
底
上
げ
に
重
点
を
置
き
、

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
現
在
30
代
半
ば
～
40
代
半
ば

の
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
に
対
す
る
支
援
策
も
盛
り
込
ん
だ
。

政 策 解 説

Ｓｏｃｉｅｔｙ 5.0 の実現へ
＝行政のデジタル化を推進＝

―骨太方針・成長戦略―
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進
す
る
。
自
治
体
が
保
有
す
る
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
度
中
に
活

用
方
策
を
整
理
す
る
と
明
記
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
活
用
の
範
囲

を
広
げ
る
方
針
。
既
に
行
政
が
保
有
し

て
い
る
添
付
書
類
の
提
出
を
一
括
し
て

撤
廃
す
る
ほ
か
、
戸
籍
事
務
や
罹
災
証

明
事
務
に
お
い
て
も
活
用
を
進
め
る
と

い
う
。
ま
た
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
反
動
減
対
策
で
実
施
す
る
「
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
」
加
算
事
業
を
控
え
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
強
力

に
推
進
す
る
。
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
は
地

域
の
移
動
支
援
や
買
い
物
支
援
、
介
護

サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
も
使
え
る
よ
う
に

し
、商
店
街
の
活
性
化
も
図
る
と
し
た
。

一
般
財
源
総
額
は
同
水
準

　

地
方
行
財
政
改
革
の
分
野
は
、
昨
年

の
骨
太
方
針
を
お
お
む
ね
踏
襲
す
る
内

容
と
な
っ
た
。
自
治
体
が
自
由
に
使
え

る
地
方
一
般
財
源
総
額
は
、
新
経
済
・

財
政
再
生
計
画
の
目
安
に
従
い
「
21
年

度
ま
で
に
お
い
て
、
18
年
度
地
方
財
政

計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質

的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
確

認
し
た
。国
と
地
方
で
基
調
を
合
わ
せ
、

歳
出
改
革
や
効
率
化
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。
ま
た
、
国
と
地
方
の
税
収
が
好

調
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
額
の
圧
縮
や
債
務
の
償
還
に

取
り
組
み
、財
政
健
全
化
に
つ
な
げ
る
。

　

市
町
村
に
お
け
る
人
口
減
少
や
技
術

者
不
足
に
備
え
る
た
め
、
持
続
可
能
な

地
方
行
財
政
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
多
様
な
広
域
連
携
を
促
す
。
人
口

規
模
が
小
さ
く
行
財
政
能
力
が
限
ら
れ

る
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
中
核

的
な
都
市
や
都
道
府
県
と
の
連
携
を
進

め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
化
・
共
同

化
を
着
実
に
推
進
す
る
と
明
記
し
た
。

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
新
た
な
発
想
や

創
意
工
夫
を
生
か
せ
る
よ
う
、
地
方
の

実
情
を
踏
ま
え
て
補
助
金
の
自
由
度
を

高
め
る
考
え
を
表
明
し
た
。こ
の
ほ
か
、

課
税
自
主
権
の
活
用
を
図
る
観
点
か

ら
、
自
治
体
に
情
報
提
供
を
行
い
、
地

方
の
独
自
財
源
の
確
保
と
そ
れ
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
促
進
す
る
。

　

公
営
企
業
や
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
人
口
３
万
人
未
満
の
自
治
体
に

お
け
る
公
営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大
に

よ
り
、
資
産
を
含
む
経
営
状
況
の
把
握

を
促
す
。
ま
た
、
収
入
や
支
出
、
管
理

者
情
報
の
見
え
る
化
を
推
進
し
、
抜
本

的
な
改
革
を
加
速
す
る
と
し
た
。
水
道

や
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県

で
ま
と
め
る
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策

定
を
促
し
、
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
支
援
す
る
。
公
立
病
院
は
20
年
度
ま

で
の
集
中
的
な
改
革
を
推
進
し
、
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
自
治
体
の

窓
口
業
務
に
つ
い
て
、
委
託
が
進
ん
で

い
な
い
理
由
を
踏
ま
え
た
上
で
地
方
独

立
行
政
法
人
の
活
用
や
標
準
委
託
仕
様

書
の
拡
充
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

　

地
方
創
生
の
分
野
で
は
、
自
治
体
が

地
域
の
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組

み
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ

と
が
活
性
化
の
カ
ギ
に
な
る
と
強
調
。

地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
す

る
ほ
か
、
定
住
に
至
ら
な
く
て
も
特
定

の
地
域
に
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係
人

口
」
を
増
加
さ
せ
る
。
20
年
度
か
ら
の

５
カ
年
計
画
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
検
証
を
行
い
、

具
体
的
な
成
果
を
目
指
し
て
取
り
組
む

自
治
体
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
と
し

た
。
ま
た
、
広
域
連
携
事
業
や
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
積
極
的
な
自
治
体

に
対
す
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
検

討
す
る
方
針
を
示
し
た
。

70
歳
の
就
業
に
選
択
肢

　

骨
太
方
針
は
、
人
生
１
０
０
時
代
の

到
来
を
見
据
え
、
働
く
意
欲
が
あ
る
高

齢
者
の
活
躍
の
場
を
整
備
す
る
必
要
性

を
強
調
。
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
も
経
済
成

長
を
目
指
す
た
め
、
労
働
力
の
底
上
げ

を
図
り
、
社
会
保
障
制
度
の
支
え
手
を

増
や
す
狙
い
が
あ
る
。
65
歳
ま
で
の
雇

用
に
関
し
て
は
、
企
業
に
対
し
既
に
定

年
の
廃
止
や
延
長
、
継
続
雇
用
の
い
ず

れ
か
に
よ
る
対
応
を
義
務
付
け
て
い

る
。
70
歳
で
は
、
こ
う
し
た
自
社
に
よ

る
雇
用
に
加
え
、
他
社
へ
の
再
就
職
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
契
約
へ
の
資
金
提
供
、

起
業
の
支
援
と
い
っ
た
選
択
肢
を
提
示

し
た
。
今
後
具
体
的
な
検
討
を
進
め
、

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
を
二
段
階
で
改

正
す
る
。
来
年
の
法
改
正
で
は
70
歳
ま

で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
努
力
義
務
に

と
ど
め
、
将
来
的
に
義
務
化
を
検
討
す

る
と
し
た
。
公
務
員
の
定
年
は
、
人
事

院
の
意
見
を
踏
ま
え
て
段
階
的
に
65
歳

に
引
き
上
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　

年
金
制
度
と
の
関
係
で
は
、
健
康
状

態
な
ど
に
よ
り
誰
も
が
70
歳
ま
で
働
け
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る
わ
け
で
は
な
い
た
め
「
現
在
65
歳
か

ら
と
な
っ
て
い
る
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
は
行
わ
な
い
」
と
明
記
し

た
。
一
方
で
、
現
在
60
～
70
歳
の
間
で

個
人
が
選
択
す
る
受
給
開
始
時
期
を
め

ぐ
っ
て
は
、
70
歳
以
降
も
選
べ
る
よ
う

範
囲
を
拡
大
す
る
方
針
を
示
し
た
。
ま

た
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
高
齢
者
の
年

金
を
減
ら
す
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」

に
つ
い
て
は
就
労
意
欲
を
低
下
さ
せ
る

と
の
指
摘
が
あ
り
、
廃
止
も
含
め
て
見

直
し
を
行
う
。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に
就
職
活
動
を

行
っ
た
就
職
氷
河
期
世
代
を
め
ぐ
っ
て

は
、
正
規
雇
用
を
希
望
し
な
が
ら
非
正

規
雇
用
で
働
く
人
や
長
期
無
業
者
が
１

０
０
万
人
程
度
い
る
と
試
算
。
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
３
年
間
の
本
格
的

な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
正
規
雇
用
者
を
30
万
人
増
や
す
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
た
。
各
都
道
府
県
が

市
町
村
の
協
力
を
得
て
支
援
対
象
者
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
し
、
必
要

な
人
に
支
援
が
届
く
体
制
を
構
築
す

る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
専
門
窓
口
を
設

置
し
、
伴
走
支
援
型
の
就
職
相
談
体
制

を
確
立
す
る
。
仕
事
や
子
育
て
を
続
け

な
が
ら
受
講
で
き
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

を
整
備
し
、
採
用
選
考
を
兼
ね
た
「
社

会
人
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
実
施
を

推
進
す
る
と
し
た
。

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
過
去
３
年

間
で
年
約
３
％
を
め
ど
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
き
た
が
、
上
昇
ペ
ー
ス
の
加
速
を

促
し
「
よ
り
早
期
に
全
国
加
重
平
均
が

１
０
０
０
円
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
」

こ
と
を
掲
げ
た
。
た
だ
、
一
方
的
な
引

き
上
げ
は
中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
す

る
た
め
、
企
業
の
生
産
性
向
上
の
支
援

な
ど
「
賃
上
げ
し
や
す
い
環
境
整
備
」

も
行
う
と
し
た
。

　

同
時
に
決
定
し
た
成
長
戦
略
で
は
、

地
方
銀
行
や
乗
り
合
い
バ
ス
の
事
業
者

に
経
営
統
合
を
認
め
る
独
占
禁
止
法
上

の
特
例
を
設
け
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
高
齢
者
が
運
転
す
る
車
の

事
故
を
減
ら
す
た
め
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
専
用
の
新
た
な
運
転
免
許
を
創
設

し
、
安
全
機
能
が
付
い
た
車
種
の
み
運

転
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
20
年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
に

見
知
ら
ぬ
人
同
士
が
乗
る
「
相
乗
り
タ

ク
シ
ー
」
を
導
入
で
き
る
よ
う
、
道
路

運
送
法
上
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
方

針
も
示
し
た
。

時
事
通
信
社
内
政
部　

新
部　

た
ま
み
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

鳥取県北栄町

岡山県新庄村

高知県越知町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
大
栄
西
瓜
」
の
栽
培
開
始
1
0
0
周
年
を

記
念
し
て
、
町
特
産
品
の
「
大
栄
西
瓜
」
を

P
R
す
る
た
め
に
2
0
0
7
年
に
誕
生
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。「
大
栄
西
瓜
」は
大
玉
な
の
で
、

ち
ょ
っ
と
大
き
な
ス
イ
カ
の
頭
に
、
黄
色
い
ス

イ
カ
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

ま
す
。
真
っ
赤
な
果
肉
を
思
わ
せ
る
赤
い
ワ
ン

ピ
ー
ス
と
赤
い
靴
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。
町

の
農
業
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
不
定
期
に
日
記
を

公
開
し
て
い
て
、
町
の
出
来
事
な
ど
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
が
心
を
込

め
て
お
世
話
す
る
こ
と
で
す
く
す
く
と
大
き
く

な
っ
て
い
く
「
大
栄
西
瓜
」
で
す
が
、
農
作
業

に
は
不
向
き
な
体
型
な
が
ら
、「
夏
味
ち
ゃ
ん
」

も
時
々
作
業
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
だ
と
か
。

「
大
栄
西
瓜
」だ
け
で
な
く
、他
の
町
特
産
品「
ぶ

ど
う
」「
な
が
い
も
」「
ら
っ
き
ょ
う
」
な
ど
も

P
R
す
る
た
め
、
ス
イ
カ
の
時
期
に
限
ら
ず
、

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

7（
な
）月
23（
つ
み
）
日
生
ま
れ
の
女
の
子
。
お
し
り
フ
リ
フ
リ

甘
～
い
西
瓜
ダ
ン
ス
が
得
意
。好
き
な
食
べ
物
は
、も
ち
ろ
ん
大

栄
西
瓜
！
い
た
ず
ら
好
き
な
カ
ラ
ス
が
嫌
い
で
、
春
の
強
風
と

長
雨
も
苦
手
だ
け
ど
、
太
陽
と
水
と
農
家
さ
ん
の
愛
情
が
好
き
！

横倉山の妖精。年齢不詳だが妻子持ち。温厚
でのんびりした性格。特技は、高速で手をは
ばたかせる“高速パタパタ”。子どもと遊ぶの
が大好きで、趣味は森林浴。鳴き声は「おち
つくなぁ」

7（な）月23（つみ）日生まれの女の子。
おしりフリフリ甘～い西瓜ダンスが得
意。好きな食べ物は、もちろん大栄西瓜！
いたずら好きなカラスが嫌いで、春の強
風と長雨も苦手だけど、太陽と水と農家
さんの愛情が好き！

2
0
0
7
年
10
月
28
日
生
ま
れ
。
お
て
ん
ば
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
な
女
の
子
。
き
め
の
細
か
い
白
い
“
も
ち
肌
”
が
自
慢
。
趣

味
は
相
撲
観
戦
。
特
技
は
も
ち
つ
き
。
モ
ッ
フ
ル
、
ひ
め
の
み
え
っ

ぱ
り
大
福
、
牛
餅
丼
が
好
物

　「
ひ
め
っ
子
」は
、
村
特
産
品
「
新
庄
ひ
め
の

も
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

2
0
0
7
年
に
誕
生
し
、
2
0
1
0
年
に
は
、

村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
就
任
し
ま
し

た
。
昔
、村
の
真
ん
中
に
建
つ
「
沢
城
」
に
い
た

か
わ
い
ら
し
い
お
姫
様
が
朝
も
昼
も
夜
も
お
餅

を
食
べ
て
い
た
く
ら
い
「
ひ
め
の
も
ち
」
が
大

好
き
だ
っ
た
と
い
う
逸
話
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
和
装
で
お
し
と
や
か
な
印
象
を
持

た
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
お
姫

様
。
村
中
あ
ち
こ
ち
を
飛
び
ま
わ
り
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
季
節
の
移
ろ
い

も
発
見
し
て
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
各
種

S
N
S
を
使
い
こ
な
し
て
、
村
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
4
月
の
「
が
い
せ

ん
桜
ま
つ
り
」、
6
月
の
「
毛
無
山
山
ま
つ
り
」

な
ど
、
村
挙
げ
て
の
お
祭
り
や
傘
踊
り
、
和
太

鼓
、
銭
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸
能
の
レ
ポ
ー
ト
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い
「
ひ

め
の
も
ち
」
と
村
の
P
R
の
た
め
に
全
国
各
地

に
出
か
け
ま
す
。

　
越
知
町
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い

な
い
こ
と
を
知
っ
た
小
学
生
た
ち
の
発
案
に

よ
っ
て
、
2
0
1
3
年
に
誕
生
し
た
「
よ
コ
ジ

ロ
ー
」。
町
の
鳥
・
メ
ジ
ロ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、

仁
淀
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ブ
ル
ー
の
体
の
お
腹

に
は
町
の
木
の
杉
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
横
倉

山
を
模
し
た
帽
子
を
か
ぶ
り
、
口
に
は
町
の
名

所
・
コ
ス
モ
ス
畑
で
摘
ん
だ
コ
ス
モ
ス
を
一
輪

く
わ
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
は
、
家
族

思
い
の「
よ
コ
ジ
ロ
ー
」
が
奥
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
た
め
に
摘
ん
で
き
た
の
だ
と
か
。
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
3
月
下
旬
の
「
ぼ
ん
ぼ
り
桜
ま
つ

り
」
や
7
月
下
旬
の
「
に
よ
ど
か
あ
に
ば
る
」、

9
月
下
旬
頃
か
ら
始
ま
る
「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

な
ど
は
、
張
り
切
っ
て
参
加
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

は
、語
尾
に「
　
パ
タ
パ
タ
」
と
つ
け
て
、
町
の

魅
力
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
楽
し
く
発
信

し
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
五
六
億

七
、
二
五
ニ
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
八
一
億
九
三
三
万
余
円
で
、
共
済
金
三
二

億
四
、
九
〇
六
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用
は
、

七
六
億
二
、
九
八
四
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危

険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一

般
正
味
財
産
増
減
額
は
五
億
九
四
七
万
余
円
と

な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

受
託
件
数
は
二
五
五
、
九
五
四
件
で
、
前
年
度

比
一
、三
二
三
件
（
同
〇
・
五
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
二
五
九
億
余

円
（
同
〇
・
一
％
）
増
の
二
二
兆
九
九
三
億
余
円

と
な
っ
た
。
収
入
分
担
金
は
五
六
億
七
、
二
五
ニ

万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
五
六
億
一
、
九
二
四
万

余
円
に
比
し
五
、
三
二
七
万
余
円
（
同
〇
・
九
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
２
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
四
、
一
六
二
件
で
、
前
年
度
よ

り
四
五
二
件
（
同
一
二
・
二
％
）
の
増
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
四
億
一
、
九
八
六

万
余
円
（
同
一
四
・
八
％
）
増
の
三
二
億
四
、

九
〇
六
万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
五
六
億
七
、
二
五
二
万

余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
五
七
・
三
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
３
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
そ
の
他
の
施
設
が
最
も
多
く
、

支
払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て

も
そ
の
他
の
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
上
、
三
〇
億
四
、
二
五
五
万

余
円
を
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成30年度 平成29年度 比較増減 増減率

件　　　数 255,954件 254,631件 1,323件 0.5％

共済責任額 22,099,320,276千円 22,073,336,540千円 25,983,736千円 0.1％

収入分担金 5,672,524,165円 5,619,249,428円 53,274,737円 0.9％

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成30年度 平成29年度 比較増減 増減率

件　　　数 4,162件 3,710件 452件 12.2％

支払共済金 3,249,064,312円 2,829,200,208円 419,864,104円 14.8％

損　害　率 57.3％ 50.3％ 7.0％ ─

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 744件（� 17.7％） 368,540,284円（� 11.3％） 6.9％（� 31.6％）

役 場 関 係 施 設 379　（� 9.1　） 183,304,347　（� 5.6　） 3.4　（� 45.8　）

医 療 関 係 施 設 67　（� 1.6　） 21,464,026　（� 0.7　） 0.4　（� 11.6　）

住 宅 施 設 280　（� 6.7　） 110,986,943　（� 3.4　） 2.1　（� 30.9　）

社会教育･文化施設 506　（� 12.2　） 160,975,684　（� 5.0　） 3.0　（� 20.9　）

福 祉 関 係 施 設 401　（� 9.6　） 111,938,444　（� 3.4　） 2.1　（� 23.0　）

体育･レクリエーション施設 504　（� 12.1　） 327,579,241　（� 10.1　） 6.1　（� 46.2　）

環 境 衛 生 施 設 440　（� 10.6　） 785,487,248　（� 24.2　）14.6　（�121.9　）

そ の 他 の 施 設 841　（� 20.2　）1,178,788,095　（� 36.3　）21.9　（�179.2　）

合　　　　　　　計 4,162　（�100.0　）3,249,064,312　（�100.0　）60.4　（　―　）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（  ）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 平成30年度

件 数 95件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 309,092,084円 －　　円

未 払 費 用 186,009,680円 127,278,201円

合 計 495,101,764円 127,278,201円

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
六
月
十
四
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
第

十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載
す
る
』
と
の
定
め

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
成

三
十
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
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ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
九
八

億
五
、
三
八
〇
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
（
４
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

７
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
五
九
億
七
、

四
二
〇
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
三
三
六
億
七
、
三
八
〇
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
二
三
億
三
九
万
余
円
で
あ
る
。

８
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資

と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表

（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各

都
道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専

門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か
り
、

早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
二
六
億

二
、
五
〇
三
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
三
三
億
六
、
〇
四
五
万
余
円
で
、
共
済
金

一
七
億
二
、
八
九
四
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費

用
は
、
三
一
億
三
一
七
万
余
円
と
な
り
、
異
常

危
険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期

一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、
三
、
九
一
六
万
余

円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
六
億
二
、
五
〇
三
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に

比
し
、
一
、
五
四
四
万
余
円
（
〇
・
六
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
一
〇
三
、
五
七
二
台
で
前
年
度

比
四
三
二
台
（
〇
・
四
％
）
の
増
、
収
入
分
担

金
一
二
億
五
六
七
万
余
円
で
、
前
年
度
比
三
一

九
万
余
円（
〇
・
三
％
）の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
〇

七
、
四
四
六
台
で
前
年
度
比
二
九
九
台
（
〇
・

三
％
）、対
人
賠
償
共
済
一
〇
七
、二
九
七
台
で
、

前
年
度
比
三
一
一
台
（
〇
・
三
％
）
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
九
億

一
、
九
八
六
万
余
円
で
前
年
度
比
七
〇
三
万
余

円
（
〇
・
八
％
）
の
減
、
対
人
賠
償
共
済
は
四

億
九
、
九
五
〇
万
余
円
で
、
前
年
度
比
五
二
一

万
余
円
（
一
・
〇
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
（
７
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
四
八
九
件
、

前
年
度
比
一
一
〇
件
の
増
、
対
物
賠
償
共
済
は

一
、
八
二
五
件
、
前
年
度
比
二
〇
件
の
増
、
対

人
賠
償
共
済
は
一
七
七
件
で
前
年
度
比
二
三
件

増
加
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
二
・
七
％
増
加
、
対
物
賠
償
共
済

は
三
・
三
％
増
加
、
対
人
賠
償
共
済
は
〇
・
七
％

減
少
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を

概
算
見
積
り
の
上
、
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
七

〇
六
件
、
五
億
八
、
七
六
六
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
四
二

億
五
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と
し
て
計
上

し
た
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
二
九
億
五
、

四
九
九
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
五
〇
億
一
、
二
三
三
万
余
円
、
運
営
準

備
積
立
金
七
九
億
四
、
二
六
五
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成24年度 82件 1,631,000千円 1,419,080千円 211,920千円

平成25年度 71件 1,515,700千円 1,143,088千円 372,612千円

平成26年度 66件 945,600千円 524,736千円 420,864千円

平成27年度 89件 2,003,800千円 743,972千円 1,259,828千円

平成28年度 73件 2,437,900千円 458,590千円 1,979,310千円

平成29年度 69件 2,473,200千円 7,800千円 2,465,400千円

平成30年度 73件 2,549,500千円 0千円 2,549,500千円

合　　　計 523件 13,556,700千円 4,297,266千円 9,259,434千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
30
年
度

台　　 数 103,572台 107,446台 107,297台 318,315台

収入分担金 1,205,674,300円 919,861,220円 499,500,870円 2,625,036,390円
平
成
29
年
度

台　　 数 103,140台 107,147台 106,986台 317,273台

収入分担金 1,208,873,060円 926,891,310円 504,715,160円 2,640,479,530円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 432台 299台 311台 1,042台
（0.4％） （0.3％） （0.3％） （0.3％）

収入分担金 △3,198,760円 △7,030,090円 △5,214,290円 △15,443,140円
（△0.3％） （△0.8％） （△1.0％） （△0.6％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
30
年
度

件 数 7,489件 1,825件 177件 9,491件

支払共済金 1,254,597,597円 369,875,855円 104,468,968円 1,728,942,420円

損 害 率 （104.1％） （40.2％） （20.9％） （65.9％）

平
成
29
年
度

件 数 7,379件 1,805件 154件 9,338件

支払共済金 1,225,843,060円 342,056,720円 109,213,858円 1,677,113,638円

損 害 率 （101.4％） （36.9％） （21.6％） （63.5％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 110件 20件 23件 153件

支払共済金 28,754,537円 27,819,135円 △4,744,890円 51,828,782円

損 害 率 （2.7％） （3.3％） （△0.7％） （2.3％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　
（注）△印は減を示す。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
４
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
４

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互

助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に

寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比 

1
、
1
8
1
人

（
0
・
7
％
） 

の
減
と
な
っ
た
。
退
職
者
組
合
員
は
、

9
万
3
、
1
5
9
人
で
そ
の
う
ち
2
、
9
3
7
人
が

平
成
30
年
度
中
に
退
職
者
組
合
員
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り 

1
、
9
4
6
件
（
2
・
4
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比 

2
、4
3
7
万
余
円
（
2
・
1
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件

数
で
前
年
度
よ
り 

1
2
4
件
（
0
・
4
％
） 

の
増

と
な
り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比 

3
2
5
万
余
円

の
増
と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比 

2
、
8
6
7
台
（
1
・
5
％
） 

の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も 

8
、
7
5
9
万
余
円
（
1
・
8
％
） 

の
減

と
な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
1
9
6
件
（
49
・
1
％
） 

の
増
と
な
り
、
共

済
金
合
計
に
お
い
て
は
2
億
7
、
4
3
7
万
余
円

（
1
1
4
・
3
％
） 

の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の
給
付
に
つ
い
て

は
前
年
度
比
1
4
1
件
（
1
0
4
・
4
％
） 

の
増
と

な
り
、
共
済
金
合
計
に
お
い
て
は 

1
億
8
、

6
8
4
万
余
円
（
1
5
8
・
1
％
） 

の
増
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
42
件
に
比
し
48
件
、
金
額
に
し
て
9
0
1
万

余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比 

2
2
5
件
（
3
・
4
％
） 

の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
も
5
、
4
3
6
万
余
円
（
2
・
7
％
） 

の
減
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
は
28
・

90
％
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
見
込
み
な
し
、
自
動

車
共
済
が
4
・
92
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

表 ３　平成30年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 1,451,363 
２ 剰余金処分額 656,059 

事業の利用分量に応ずる割戻金 572,700 
地震等災害見舞金積立金 83,359 

３ 次年度繰越剰余金 795,304 

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成30年度 167,823人 16,134,405口 1,613,440,560円
平成29年度 169,004　 16,318,730　 1,631,873,080　
比 較 増 減 △ 1,181　 △ 184,325 △18,432,520
増 減 率 △ 0.7％ △ 1.1％ △ 1.1％
平成28年度 170,386　 16,423,300 1,642,330,010
平成27年度 171,525　 16,587,521 1,658,752,170

（注）△印は減を示す。
　　 �出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

639,460円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成30年度 80,203件 19,122,644口 1,148,178,290円
平成29年度 82,149　 19,542,686　 1,172,549,390　
比 較 増 減 △ 1,946　 △ 420,042　 △ 24,371,100　
増 減 率 △ 2.4％ △ 2.1％ △ 2.1％
平成28年度 84,011　 19,909,364　 1,194,995,760　
平成27年度 86,229　 20,389,234　 1,224,272,570　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成30年度 28,341件 6,714,491口 336,064,940円
平成29年度 28,217　 6,651,396　 332,814,110　
比 較 増 減 124　 63,095　 3,250,830　
増 減 率 0.4％   0.9％    1.0％
平成28年度 28,449　 6,676,803　 334,212,310　
平成27年度 28,654　 6,711,370　 336,035,800　

（注）△印は減を示す。

表 １　貸借対照表
平成31年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

現金及び預貯金 5,470,516 
有価証券 19,814,227 
未収収益 25,540 
その他 690,138 
業務用固定資産 177,231 
繰延税金資産 2,177,471 

合　　計 28,355,126 

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 14,327,319 
支払備金 2,092,762 
責任準備金 12,234,557 

その他負債 144,002 
引当金 8,396 

負 債 計 14,479,719 
出資金 1,612,801 
法定準備金 7,026,852 
地震等災害見舞金積立金 3,784,389 
当期未処分剰余金 1,451,363 

（うち当期剰余金） （773,198） 
純資産計 13,875,407 
合　　計 28,355,126 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 ２　損益計算書
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

共済掛金 6,380,121 
共済契約準備金戻入 5,908,999 

支払備金戻入 1,830,773 
責任準備金戻入 3,999,449 

資産運用収益 166,343 
集金事務手数料収入 22,793 
雑収入 4,260 

合　　計 12,482,518 

支
出

支払共済金 2,782,686 
見舞金等 10,507 
共済契約準備金繰入 6,188,352 

支払備金繰入 2,092,762 
責任準備金繰入 165,683 

事業経費 2,648,787 
合　　計 11,630,333 

経常剰余金 852,184 
法人税等 118,983 
法人税等調整額 △39,997 
当期剰余金 773,198 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
三
十
年
度
事
業
概
要

お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の

規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
　
　
成

三
十
年
度
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表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 30 年 度 184,798台 4,895,878,680円
平 成 29 年 度 187,665　 4,983,478,440　
比 較 増 減 △ 2,867　 △ 87,599,760　
増 減 率 △ 1.5％ △ 1.8％
平 成 28 年 度 189,886　 5,045,194,450　
平 成 27 年 度   192,351　  5,121,074,070　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 30 年 度 595件 456,376,757円 596件 44,092,009円 188件 13,171,257円 2件 800,000円 514,440,023円 44.8％
平 成 29 年 度 399　 216,992,667　 399　 17,591,541　 103　 4,785,290　 2　 700,000　 240,069,498　 20.5　
比 較 増 減 196　 239,384,090　 197　 26,500,468　 85　 8,385,967　 0　 100,000　 274,370,525　 24.3　
増 減 率 49.1％ 110.3％ 49.4％ 150.6％ 82.5％ 175.2％ 0.0％ 14.3％ 114.3％ －　
平 成 28 年 度 355　 219,802,228　 355　 17,711,542　 99　 4,553,500　 2　 630,000　 242,697,270　 20.3　
平 成 27 年 度 437　 295,153,462　 439　 32,612,583　 120　 8,196,723　 2　 245,792　 336,208,560　 27.5　

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 30 年 度 276件 262,933,500円 276件 38,028,185円 84件 4,076,193円 305,037,878円 90.8％
平 成 29 年 度 135　 102,229,065　 135　 14,791,661　 27　 1,176,606　 118,197,332　 35.5　
比 較 増 減 141　 160,704,435　 141　 23,236,524　 57　 2,899,587　 186,840,546　 55.3　
増 　 減 　 率 104.4％  157.2％ 104.4％ 157.1％ 211.1％ 246.4％ 158.1％ －　
平 成 28 年 度 113　 75,303,487　 113　 11,283,288　 36　 903,304　 87,490,079　 26.2　
平 成 27 年 度 191　 151,066,440　 191　 21,488,744　 44　 1,701,501　 174,256,235　 51.9　

表10　地震等災害見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平 成 30 年 度 48件 9,017,000円 187,854円
平 成 29 年 度 42　 10,816,000　 257,524　
比 較 増 減 6　 △1,799,000　 △69,670　
増 減 率 14.3％ △16.6％ △27.1％
平 成 28 年 度 379　 131,148,000　 346,037　
平 成 27 年 度 11　 1,677,000　 152,455　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額
平 成 30 年 度 5,678件 1,303,049,398円 801件 660,159,250円 6,479件 1,963,208,648円 40.1％
平 成 29 年 度 5,846　 1,352,883,021　 858　 664,688,208　 6,704　 2,017,571,229　 40.5　
比 較 増 減 △168　 △49,833,623　 △57　  △4,528,958　  △225　   △54,362,581　 △0.4　
増  減  率  △2.9％ △3.7％ △6.6％ △0.7％  △3.4％ △2.7％ －　
平 成 28 年 度 6,245　 1,397,844,070　 797　 883,182,050　 7,042　 2,281,026,120　 45.2　
平 成 27 年 度 6,220　 1,346,811,232　 757　 822,023,528　 6,977　 2,168,834,760　 42.4　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額

平 成 30 年 度 33件 990,000円 5件 500,000円 38件 1,490,000円
平 成 29 年 度 38　 1,140,000　 5　 500,000　 43　 1,640,000　
比 較 増 減 △5　 △150,000　 0　 0　 △5　 △150,000　
増 　 減 　 率 △13.2％ △13.2％ 0.0％ 0.0％ △11.6％  △9.1％
平 成 28 年 度 29　 870,000　 8　 830,000　 37　 1,700,000　
平 成 27 年 度 38　 1,140,000　 3　 300,000　 41　 1,440,000　

（注）△印は減を示す。
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宮
城
県
町
村
会
は
令
和
元
年
５
月
24
日
の

第
１
回
町
村
長
会
議
で
次
の
通
り
会
長
を
選

出
し
た
。

�

（
５
月
30
日
就
任
）

宮
城
県
町
村
会
長

本も
と
よ
し吉

郡
南み

な
み

三さ
ん

陸り
く

町
長

�

佐さ

藤と
う

　
仁じ
ん

�

　

昭
和
26
年
12
月
24
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
５
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
平

成
４
年
２
月
旧
志
津
川
町
議
会
議
員
▽
平
成

14
年
３
月
旧
志
津
川
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
27
年
５
月

宮
城
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
創

造
的
復
興
▽
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
（
Ｆ
Ｓ

Ｃ
・
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
両
国
際
認
証
と
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
）

▽
交
流
人
口
の
拡
大
（
東
日
本
大
震
災
を
契

機
と
し
た
中
華
民
国
（
台
湾
）
と
の
交
流
事

業
）
▽
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
（
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
に
基
づ
く
バ
イ
オ
ガ
ス
事

業
の
実
施
）
▽
子
育
て
支
援
の
拡
充
（
子
育

て
応
援
券
事
業
・
任
意
予
防
接
種
無
償
化
な

ど
）▽
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築（
住

ま
い
の
高
台
移
転
に
合
わ
せ
た
交
流
拠
点
の

整
備
）
▽
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
（
移
住
・

定
住
家
賃
補
助
事
業
・
若
者
定
住
マ
イ
ホ
ー

ム
取
得
補
助
事
業
な
ど
）
▽
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
育
成
（
志
津
川
高
校
魅
力
化
推
進
事

業
）

【
趣
味
】
野
球
観
戦
（
特
に
楽
天
戦
）

【
家
族
】
長
女
・
母

　

岐
阜
県
町
村
会
は
令
和
元
年
５
月
27
日
の

臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
６
月
１
日
就
任
）

岐
阜
県
町
村
会
長

揖い

び斐
郡
池い

け

田だ

町
長

岡お
か
ざ
き﨑

　
和か
ず

夫お

昭
和
23
年
２
月
19
日
生

【
住
所
】
揖
斐
郡
池
田
町
沓
井
５
３
４
番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
５
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
41
年
池
田
町
役
場
職
員
採
用
▽
平
成
13
年

池
田
町
助
役
就
任

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
27
年
６
月

～
29
年
５
月
岐
阜
県
町
村
会
副
会
長
▽
平
成

29
年
６
月
～
令
和
元
年
５
月
岐
阜
県
町
村
会

監
事

【
主
な
業
績
】
▽
道
の
駅
池
田
温
泉
建
設
▽

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
▽
小
中
学

校
耐
震
補
強
大
規
模
改
修
▽
小
中
学
校
空
調

化
整
備
▽
子
育
て
就
労
応
援
セ
ン
タ
ー
建
設

▽
南
部
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
移
住

定
住
者
等
へ
固
定
資
産
税
免
除
▽
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
任
意
予
防
接
種
一
部
助
成
▽

企
業
誘
致
▽
大
野
町
・
池
田
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
▽
温
知
・
片
山
保
育
園
移
転
改

築
▽
岐
阜
国
体
民
泊
全
集
落
受
け
入
れ
実
施

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
趣
味
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
山
菜
採
り

【
家
族
】
妻

　

青
森
県
町
村
会
は
令
和
元
年
６
月
18
日
の

臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
６
月
19
日
就
任
）

青
森
県
町
村
会
長

三さ
ん
の
へ戸
郡
階は

し
か
み上
町
長

�

浜は
ま

谷や

　
豊と
よ

美み

�

　

昭
和
31
年
８
月
23
日
生

【
住
所
】
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
46

番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
55
年
青
森
県
職
員
（
昭
和
57
～
58
年
ア
メ

リ
カ
農
業
研
修
）
▽
昭
和
62
年
階
上
町
議
会

議
員
（
５
期
）
▽
平
成
７
年
階
上
町
議
会
副

議
長
▽
平
成
17
年
階
上
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
24
年
三
戸

郡
町
村
会
会
長
▽
平
成
29
年
青
森
県
町
村
会

副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
よ
る
私
道
整
備
事
業
▽
東
日
本
大
震
災
被

災
者
支
援
・
被
災
施
設
等
復
旧
事
業
▽
自
主

防
災
の
全
町
組
織
化
（
19
行
政
区
）
▽
“
階

上
早
生
そ
ば
”
ブ
ラ
ン
ド
確
立
・
地
場
産
品

の
６
次
産
業
化
▽
三
陸
復
興
国
立
公
園
・
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
及
び
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
活
用
に
よ
る
観
光
促
進
▽
は
し
か
み
ハ
マ

の
駅
“
あ
る
で
ぃ
～
ば
”
活
用
に
よ
る
浜
の

活
性
化
▽
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
等
に

よ
る
子
育
て
支
援
事
業
▽
大
腸
が
ん
検
診
無

料
化
等
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
事
業
▽
第
86

回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
パ
ラ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
開
催

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
全
般
・
毎
朝
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

【
家
族
】
妻
・
母

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴



随　想
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今
か
ら
8
年
前
（
平
成
23
年
）
1
月
、

山
梨
県
知
事
選
挙
の
さ
な
か
、
現
職
の
秘

書
で
あ
っ
た
私
の
と
こ
ろ
に
町
長
選
へ
の

出
馬
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
政
治
の
世
界

は
元
々
好
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人

が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
治
体
規

模
の
大
小
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
休
み

返
上
で
公
務
に
あ
け
く
れ
る
首
長
の
仕
事

ぶ
り
を
間
近
で
見
て
い
た
上
に
、
既
に
二

人
の
議
長
経
験
者
が
活
発
な
活
動
を
し
て

い
た
も
の
で
す
か
ら
、
丁
重
に
お
断
り
を

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
毎
に
周
囲

の
声
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

決
断
す
る
ま
で
に
少
し
の
猶
予
を
い
た
だ

き
た
い
と
申
し
上
げ
、
こ
こ
は
見
知
ら
ぬ

第
三
者
の
助
言
を
聞
く
の
も
一
案
か
な
と

考
え
、
妻
と
共
に
横
浜
元
町
の
姓
名
判
断

者
の
と
こ
ろ
ま
で
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

私
の
予
想
に
反
し
、
強
く
出
馬
を
促
さ
れ

た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
場
を
去
る
と
き

は
ま
す
ま
す
迷
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
光
景
は
今
で
も
脳
裡
に
焼
き
付

い
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に
決
断
を
下
し

た
の
に
は
、
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

し
た
。
長
女
が
そ
の
年
の
4
月
よ
り
記
者

の
道
を
進
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
親
で
あ
る
私
が
こ
こ
で
躊
躇
し
て

い
て
い
い
の
か
と
、
最
後
に
は
自
分
を
奮

い
た
た
せ
ま
し
た
。
極
め
て
短
期
間
で
の

選
挙
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
一
流

の
田
舎
町
を
目
指
し
て
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
三
つ
巴
を
制
し
て

今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経

過
を
辿
っ
た
私
が
こ
の
6
月
に
町
村
会
長

に
就
任
し
た
の
で
す
か
ら
人
の
歩
み
は
わ

か
ら
な
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
本
誌
へ
の
執
筆
を
依

頼
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
本
町
を
全
国
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
、
少
し
だ
け
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
全
国
に
は
同
名
の
自
治
体
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
中
世
末

期
か
ら
奥
州
で
活
躍
し
た
豪
族　

南
部
氏

の
発
祥
の
地
で
す
。
平
安
時
代
に
甲
斐
源

氏
の
一
族
で
あ
る
加
賀
美
次
郎
遠
光
の
三

男
、
光
行
公
が
こ
の
地
を
治
め
、
南
部
氏

を
称
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
光

行
公
は
源
頼
朝
に
仕
え
、
頼
朝
の
奥
州
藤

原
氏
征
伐
の
軍
に
従
い
、
戦
功
を
挙
げ
現

在
の
青
森
県
と
岩
手
県
の
一
部
に
あ
た
る

奥
州
糠
部
五
郡
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
や

が
て
中
世
末
期
か
ら
近
世
を
経
て
徳
川
時

代
の
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
の
祖
と
な
り
奥

州
の
名
門
と
し
て
明
治
に
な
る
ま
で
栄
え

ま
し
た
。

現
在
は
南
部
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
山
梨
県

身
延
町
・
青
森
県
（
八
戸
市
・
七
戸
町
・
三

戸
町
・
南
部
町
）、
岩
手
県
（
盛
岡
市
・
二

戸
市
・
遠
野
市
）
と
の
間
で
、Virtual

（
仮

想
）
合
併
に
よ
る
「
平
成
・
南
部
藩
」
を

設
立
し
、
南
部
氏
の
縁
を
大
切
に
し
、
情

報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
子
供
サ
ミ
ッ
ト

や
一
日
国
替
事
業
な
ど
の
交
流
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。（
平
成
30
年
度
か
ら
宮
古
市

も
加
わ
り
ま
し
た
。）
構
成
自
治
体
の
中

で
は
最
小
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
国
替
事
業
の
一
環
で
八
戸
市
、
盛
岡
市

で
の
大
祭
の
招
待
を
受
け
、
一
日
市
長
を

任
命
さ
れ
市
内
を
ね
り
歩
い
た
際
に
は
、

沿
道
か
ら
「
我
ら
が
ご
先
祖
様
」
と
大
き

な
歓
声
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
地
元
の
マ

ス
コ
ミ
各
社
か
ら
も
取
材
を
受
け
る
と
い

う
大
変
な
感
激
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
想
い
が
昨
年
完
成
し
た
「
道
の
駅
な

ん
ぶ
」
内
の
資
料
館
建
設
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
本
町
は
歴
史
と
文
化
の
香
り
が
漂

う
ま
ち
で
あ
る
と
標
榜
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
ご
ざ

い
ま
す
。
明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
地
元

の
名
家
近
藤
家
の
喜
則
翁
に
よ
り
、
山
梨

県
を
代
表
す
る
私
塾
「
蒙
軒
学
舎
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
喜
則
翁
は
幼
少
期
か
ら

学
問
や
諸
芸
を
学
び
、
江
戸
や
長
崎
へ
も

遊
学
し
、
次
第
に
新
進
開
明
的
な
思
想
を

身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
優
れ
た
教
師
を

集
め
た
先
進
的
な
学
風
の
声
価
は
著
し

く
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
静
岡
・
神
奈
川

か
ら
も
学
ぶ
者
が
集
ま
り
、
政
治
家
・
実

業
家
を
は
じ
め
、
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し

ま
し
た
。
評
論
家
で
詩
人
で
も
あ
る
北
村

透
谷
も
在
籍
し
ま
し
た
。
近
藤
家
の
末
裔

に
は
日
本
を
代
表
す
る
水
墨
画
の
浩
一
路

が
お
り
ま
す
が
、
本
町
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

図
書
館
に
は
そ
の
作
品
が
常
設
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
ほ
ん
の
一
端
し
か
紹
介

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
の
大
合
併

の
県
内
第
一
号
と
し
て
誕
生
し
た
本
町
で

す
が
押
し
寄
せ
る
時
代
の
波
に
は
逆
ら
え

ず
、
急
激
な
少
子
化
と
高
齢
化
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
に
き
て
悲
願

で
あ
り
ま
し
た
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開

通
が
間
近
に
迫
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

発
展
の
大
き
な
流
れ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
、

新
元
号
・
令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い「
融

和
と
活
力
に
満
ち
た
町
づ
く
り
」
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

随  想

佐
さ

野
の

　和
かず

広
ひろ

山梨県町村会長・南
なん

部
ぶ

町長

先人の想いを
町づくりに生かして
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